
（別紙３）

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 23 （回答者数）
16

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 3 （回答者数）
3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・子どもたちの要望を聞きながら事業所としてできることを

積極的に行っていきたい。

2

・定期的に事業所での活動を公開していきながら、いろいろ

なニーズを持った人に向けた情報を発信していきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・保護者から要望があれば、保護者の交流や研修の機会を設

けていきたい。

2

・地域の資源を活用していることや、地域の子どもたちとも

交流する機会があることは積極的に伝えていきたい。

3

・同法人他事業所との連携を図り、学休日の活動では、様々な

場所に出かけたり、子どもたちが多くの経験ができるような活

動を計画したりしている。

・放課後等デイサービスガイドラインの中の４つの基本活動を

幅広く取り入れながら、子どもたちの身体機能の向上や自立に

向けた活動を行っている。

・SNSなどで積極的に情報を公開したり、公式LINEなどを用

いて保護者の方と迅速にやり取りができるようにしている。

・子どもたちがどんな活動をしているのかを外部の人たちへも

発信することで、新規利用児童の拡充を図ったり、保護者とも

密に連携をとったりしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・なかなか事業所内で保護者向けの研修や、保護者同士の交流

を図る機会は少ない。

・事業所の営業日の関係や働く保護者の方も多くいることで、

日程の調整が難しい。

・地域の子どもたちとの交流が少ない（と思われている）。 ・活動などで外出した際に地域の子どもたちと一緒に交流する

ことはあっても、それを保護者に積極的に伝えてはいない。

2026年　2月　１６日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　6日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　まひな

○保護者評価実施期間
2026年　2月　12日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


